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は じ め に  

前橋市の北にそびえる赤城山は、往古から人々とかかわりが深く、親しまれ愛さ  

れる避造の山であります。その悠々と裾野を広げる台地を中心として、岩宿遺跡で  

知られるように旧石器時代から開けてきた地域で、いたるところで旧石器時代や縄  

文時代の遺跡が発見されています。  

古代において前橋台地を中心に、800余りの古墳が築造されました。東国古墳文化  

の中心地として栄え、今でも9基もの国史跡指定となる古墳が存在します。  

続く律令制の時代に入ると、総社古墳群から連綿と続く山王廃寺、上野国分僧寺、  

上野国分尼寺、上野国府など「クニ」の中枢施設が次々に造られ、政治・宗教・学  

問の中心として繁栄いたしました。  

中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけずった地と  

して知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東七名城の  
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の花形商品として生糸をもって一番乗り  

したのが、前橋の糸商人でした。前橋は、藩をあげて蚕糸に力を注ぎ、我が国初の  

製糸の機械化に取り組みました。生糸により、横浜と前橋を結ぶシルクロードが開  

かれ、文化交流が始まりました。このように本市は、歴史溢れる豊かなまちです。  

本報告書に掲載いたしました六供遺跡群の発掘調査は六供地区区画整理事業に伴  

うもので、発掘調査によって、平安時代1108年の浅間火山大噴火でもたらされた火  

山降下物によって覆われた水田跡を20面以上検出できました。これらの水田は、平  

安時代に施行された条里制の痕跡を示すものであり、今後研究を進めていく上で貴  

重な資料を収集することができました。  

発掘調査にあたりましては、関係者、関係機関より物心両面での多大なるご協力  

をいただきました。特に、区画整理事業が進行している中での調査であったため、  

地域の皆さんにはいろいろとお世話になりました。また、調査に従事されました作  

業員の方々にも厚く御礼を申し上げます。  

なお、本報告書が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。  

平成18年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長  根 岸  雅   



例  

1．本報告書は、前橋都市計画事業六供土地区画整理事業に伴う六供遺跡群発掘調査報告書である。  

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。  

3．発掘調査の要項は次のとおりである。  

調  査  場  所  群馬県前橋市六供町698番地ほか  

発 掘 調 査 期 間  平成17年5月25日～平成17年8月10日  

整理・報告書作成期間  平成17年12月16日～平成17年3月24日  

発掘・整理担当者  高橋 亨・高坂麻子（発掘調査係貞）  

4，本書の原稿執筆・編集は高橋・高坂が行った0  

5．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。   

青木昭二郎・伊藤修道・今井弘子・植木政俊・高橋公代・多田啓子・長澤幸枝・中林美智子・奈良啓子・細   

野進太郎・掘込とよ江・弥郡啓吾  

6．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財   

保護課で保管されている。  

凡  例   

1．挿図中に使用した北は、座標北である。  

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／200，000地形図（宇都宮、長野）、1／25，000地形図（前橋）、1／2，500前橋   

市現形図を使用した。  

3．遺跡の略称は、次のとおりである。・六供遺跡群17H39  

4．遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。   

H…古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡  W…溝跡  D…土坑   

P…ピット・貯蔵穴（住居内P5を貯蔵穴とした。）  

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、原則的に次のとおりである。その他、各国スケールを参照されたい。   

遺構 住居跡・竪穴状遺構・水田跡・溝跡・井戸跡・土坑・ピット・1／60 竃断面図…1／30  

全体図・・・1／200   

遣物  土器・鉄製品…1／1、1／3、1／4  石器・石製品‥・1／1、1／3、2／3、1／4、1／5  

6．計測値については、（）は現存値、［］は復元値を表す。  

7．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示し、それぞれ以下のように表現する。   

◎非常に締まり・粘性あり、○締まり・粘性あり、△締まり・粘性ややあり、×締まり・粘性なし  

8．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。   

遺構平面図 焼土…E：≡≡ヨ   灰…国   

道構断面図 構築面…鰹遥   

遠物実測図 須恵器断面・・・■   炭化物（煤付着など）・・・姐 黒色処理…⊂コ  

灰粕瀾粕陶器断面…E正コ 灰粕陶器内面…巨整盟  

9．主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。  

AsrB（浅間B軽石：供給火山・浅間山、1108年）  

Hr－FP（榛名ニッ岳伊香保テフラ：供給火山・榛名山、6世紀中葉）  

Hr－FA（榛名ニッ岳渋川テフラ：供給火山・榛名山、6世紀初頭）  

As－C（浅間C軽石：供給火山・浅間山、4世紀前半～中葉）   
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Ⅰ 調査に至る経緯   

平成17年5月6日付けで、前橋市長 高木 政夫より前橋都市計画事業六倶土地区画整理事業に伴う埋蔵文化  

財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織である前橋市  

埋蔵文化財発掘調査団 団長 根岸 雅に対し、調査実施を通知し、調査団はこれを受諾した。   

平成16年5月16日、調査依頼者である前橋市長 高木 政夫と前橋市塩蔵文化財発掘調査団 団長 根岸 雅  

との間で、本発掘調査の委託契約を締結し、5月23日に現地での発掘調査を開始するに至った。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境  

1 遺跡の立地   

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、  

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地（洪積台地）利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地の利根  

川左岸、東部の広瀬川低地帯（洪積低地）の4つの地域に分けられる。   

本遺跡の位置する六供町は前橋市街地の南方にあり、JR前橋駅の南約2．Okmに位置する。この町の周りには、  

利根川左岸に柵島・上佐鳥・公田・朝倉・後閑・南町の町々が点在している。遺跡地の地番は前橋市六供町698  

番地ほかである。遺跡地の周辺には前橋・玉村線をはじめ主要な幹線道が縦横に走っている。これらの幹線に沿  

って市街化・開発が進み、前橋工科大学、六倶清掃工場、下水処理場などの施設や住宅街が遺跡地を取り巻くよ  

うに立ち並んでいる。水田・畑作地も点在しているが、近年の区画整理によりこのような田園風景も減りつつあ  

る。   

遺跡地の立地は、前橋市の南部及び西部を北西から南東に広がる前橋台地の東方、利根川左岸に位置し、標高  

約95mの平坦な土地である。前橋台地は、火山泥流堆積物とそれを被覆する水成ローム層から成り立つ洪積台地  

で、東は広瀬川低地帯と直線的な崖で画され、西は榛名山麓の扇状地へと続いている。なお、本遺跡のすぐ西側  

を流れる利根川はかつて広瀬川低地帯を流れていたと考えられており、現在の位置に変流したのは、中世末頃と  

されている。  

2 歴史的環境   

本道跡地の歴史的環境について概観する。まず、旧石器時代から縄文時代にかけては、人々が生活するのには  

適さなかった土地と思われ、その時代の人々の痕跡はみられないと考えられてきた。しかし、平成6年に行われ  

た柵島川端遺跡において、上部ローム層に被覆された泥流丘上（赤城山起源の流山の一つが前橋泥流によって運  

ばれたものとみられる）で縄文草創期後半の「撚糸文式土器」が2点発見され、本地域の歴史を一挙に数千年遡  

らせた。このことはこの時期すでにこの地域が生活の舞台となっていたことを示している。また、ここでは弥生  

時代後期前半の集落と中期後半の再葬墓1カ所が発見された。住居は炉跡や柱穴などが明確に揃っているものは  

2軒のみであり、再葬墓はほぼ完形の棄に胴下半の一部をかぶせた状態で出土した。いずれも縄文系の土器を使  

用している。また、後閑町の広蘭団地付近で宅地造成中に「樽式土器」の要棺が出土している。さらに、隣接す  

る高崎市においては、日高遺跡、新保遺跡、大八木水田遺跡、中尾村前遺跡、新保田中遺跡、西島遺跡群、西横  

手遺跡等からAs－C軽石（浅間山起源：4世紀中頃）下の弥生水田跡が検出されている。   

古墳時代に入ると、市内でも有数の古墳群地帯をみることができる。広瀬川右岸の低い崖の上には、旧市城か   
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Fig．1六供遺跡群位置図  
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ら旧上陽村の東善にかけて、約5．5kmにわたり幅約70mの帯状に連なる古墳群が存在した。昭和10年の軒下一斉  

調査では、前橋市15基、旧上川淵村113基、隣接する旧上陽村41基を数えた。しかし、戟前から戦後にかけての  

開墾や昭和30年以降顕著になった宅地造成事業により、大半は未調査のまま削平されてしまった。現在、八幡山  

古墳（国指定史跡、4世紀後半、前方後方墳、全長約130m）、天神山古墳（県指定史跡、4世紀後半、前方後円  

墳、全長約129m）、亀塚山古墳（市指定史跡、6世紀前半、帆立貝式古墳、推定全長約60m）、金冠塚古墳（市  

指定史跡、7世紀前半、前方後円墳、全長52．5m、立花型金銅製冠出土）、経塚古墳（市指定史跡、7世紀、円  

墳、現状径約25m）等に当時の古墳群の片鱗を窺うことができる。これらの古墳群が形成された背景には、有力  

な豪族とそれを支えた人々の存在が想定され、当地域が古墳時代初期から継続的に発展していたことが明らかで  

ある。   

また、住居跡関連では、古墳時代前期（石田川期）の後閑団地遺跡、六供下堂木Ⅲ遺跡、六供中京安寺遺跡、  

古墳時代後期（鬼高期）の後閑Ⅱ遺跡、坊山遺跡、川曲遺跡、下新田遺跡などが挙げられる。さらに、水田跡関  

連ではHr－FA（榛名ニッ岳火LLJ灰：6世紀初頭）下の水田が、棉島川端遺跡、公田池尻遺跡、公田東遺跡、六  

供下堂木Ⅱ遺跡などで確認されている。これらの水田はいずれも地形の傾斜に沿った小区画のものである。   

奈良・平安時代の遺跡については、後閑団地遺跡、後閑Ⅱ遺跡で住居跡や掘立柱建物跡が検出しているほか、  

最近の調査成果としては、本遺跡に近い六供下堂木Ⅱ・Ⅲ遺跡、六供中京安寺遺跡で住居跡が検出している。水  

田跡では利根川左岸で五反田Ⅱ遺跡（箱田町）や柳橋・川曲毘沙門前遺跡（川曲町）でAs－Bテフラ（浅間山起  

源：1108年）直下から条里制に起因する一定の規則性を持つとみられる平安時代後期水田跡が検出されている。  

一方、利根川東岸では中大門遺跡（六供町）、後閑Ⅲ遺跡（後閑町）を先駆とし、条里制の面影を残す水田跡が  

検出されている。宮地中田遺跡（宮地町）、六供下堂木Ⅱ・Ⅲ遺跡（六供町）、上佐鳥中原前遺跡（上佐鳥町）な  

どの周辺遺跡調査もその一部である。なかでも宮地中田遺跡では、As－B下より平安時代後期の水田跡92枚が検  

出された。ここで特筆すべきは、東西に3本、南北に1本検出された坪境畦畔によって方形区画の条里水田跡が  

確認された点である。このことは、高崎東部・北部で確認された条里制水田跡が利根川を挟み前橋南部まで及ん  

でいたことを示す。   

本遺跡の所在する前橋台地周辺は、1970年代から80年代にかけて上越新幹線や関越自動車道の建設に伴い、高  

崎市域を中心に大規模な古代水田の発掘が行われてきた地域である。特に利根川以西の前橋台地上においては、  

元総社を中心とした上野国府域に接していることもあり、条里水田の復元を目標とした平安時代水田跡の調査が  

盛んに行われた。本遺跡も隣接する両町に市ノ坪、一丁田、公田町には三公田という地名が残っており、周辺に  

は条里制に関わる水田跡の存在が確実視されるようになった。最寄りの六供下堂木Ⅱ・Ⅲ遺跡では畦畔の走行性  

等に条里的地割りの可能性をもつ平安期水田跡が確認されている。今後も調査例の増加が予想される前橋台地上  

のAs－B下水田跡の分析や検討を通して、本地区の条里制がより明らかになること期待する。   

最後に、本遺跡地の所在する六供町における寺院に係る遺跡存在の可能性について触れておきたい。同町には  

その小字名に中京安寺、東京安寺、北大門、中大門、南大門、上堂木、中生木、下堂木、南堂木など、寺院を想  

定させる名称が残り、かつて「京安寺」と呼ばれる寺院が存在していたことを窺わせる。しかし、現在のところ  

京安寺に関連するような遺跡は発見されていない。今後の発掘調査の結果が待たれるところである。  

Ⅲ 調査の経過  

1 調査方針   

委託された調査箇所は、東西に走る江田天川大島線（道路幅30m）、及び南北に走る文京町六供線（道路幅16   
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